
ゲルの供給範囲

鋼矢板：約40cm ビッグ30：3cm

鋼矢板止水材『ベントタイトビッグ30』

ゲルが止水するプロセス（ ベントタイトビッグ30の例）

〈鋼矢板用〉 ビッグ30　 製品概要

塗り防水では打設の最中に剥がれる恐れのある堅い地盤にはビッグ３０ が向いています。

ポリエステル製メッシュ袋に活性化ベントナイトの顆粒を
充填したチューブ状

３０mm（ 直径）×１ ,０００mm（ 長さ）

重さ（ 1本あたり） ７００g

膨潤能力：１０ml / ２gr以上　　　　　耐水圧：４９０kPa以上

透水係数：1×１０ -８m/sec以下

ビッグ30製品（手前）と荷姿（後方）

鋼矢板打設の際にガス管を併せて打ち込みます。

ガス管の中にチューブ状の止水材を投入します。

ガス管を引き抜き、止水材を鋼矢板の背面に残置します。

水に触れて生成されるベントナイトのゲルが矢板隙間に目詰りを起こして止水する構造です。

基本構造

基本的な使用方法

規格寸法

止水に関わる物性

ベントナイトのゲルが水みちを自動的に閉塞

安全、確実で応用のきく工法です。

製
品
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要

ガス管

鋼矢板

ベントナイトゲルは水の圧に押されて移動

するので確実に水みちに到達します。

隙間でゲルが目詰まりすると、それ以上は

水が移動できず漏水を防ぎます。

製品のベントナイトはチューブの表面から徐

々にゲル化する（ 中心部は顆粒状のまま）

 ので長期にわたり止水効果を発揮します。

ガス管の利用により止水材を鋼矢板の背面へ確実にセットすることが可能です。

無機系のベントナイト製品なので環境安全性に優れます。

漏水が発生してからの後付け工法も可能です。（ PC矢板にも応用可）

先付け・後付けに両対応できるのは、ほかに類を見ない工法です。

※ガス管固定冶具

鋼矢板

冶具②

冶具③

冶具①

冶具④

ガス管ツナギ

先端キャップ
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水
鋼矢板

ビッグ30

チューブから沁み

だしたゲル状態の

ベント ナイト

ビッグ３０（直径３cm）には高品質な顆粒状ベントナイトを充填して
あり周囲約２５cmの範囲にゲルを安定供給できる能力があります。
これは鋼矢板の幅約４０cmに対して止水の上で充分な供給範囲です。
鋼矢板打設～躯体側掘削に至る約1ヶ月で、地下水と反応したゲルは周
囲に満遍なく供給されます。躯体側掘削を開始すると圧に押されたゲ
ルが周辺土壌とともに継手部に押し付けられ、目詰まりを起こして漏
水を防ぎます。

ビッグ３０に充填されたベントナイト顆粒は水と接触した部分のみゲル
化します。製品外周部でゲル化が進んでも内部のベントナイトまでは
水が供給されず顆粒の状態を維持しています。そのため仮に何らかの
影響でゲルが押し流された場合でも、内部に残った顆粒が新たにゲル
化を果たし、再び止水能を発揮します。
こうした挙動とベントナイトのほとんど劣化しない性質により、長期に
わたる止水効果の維持が可能になっています。 ゲルが供給さ れる 様子の再現

“ゲルによる目詰まり”という止水の原理は“、意図的・固定的に水みちを塞ぎ止水する”ものではありません。
水みちがあれば、そこに生じる圧・水流によってゲル（と周辺土壌）が漏水の可能性がある箇所（＝圧の集中する箇所）に移動す
るため、結果的に目詰まりが起こり水みちを塞ぐというプロセスです。そのため、施工後に周辺環境の変化が見られても人為
的な操作なしに自動的に変化に追随し、長期的・安定的に止水効果を発揮します。
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〈鋼管矢板用〉 ビッグ30T57　製品概要

ビッグ30 T57は先行継手内部に、内径14cmの筒を隙間なく満たす

ベントナイト100％の止水壁を構築します
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継手部のモルタルは振動や揺れなどでクラックが入るとそこが水みちとなって漏水を起こします。

この漏水が工事の障害となる懸念が高い、また護岸工事など超長期にわたり地下水の移動、

吸出しの発生を防ぎたい…

そんな現場にはビッグ３０ T５７ の使用が向いています。

先行継手と後行継手が勘合してできる３ 室のうち①②室は先行継手の打設と

同時に止水材が充填された状態になります。水は背面側（ x） のスリットから侵

入、継手表面に沿って勘合部を通過しようとします。しかしゲル化（ 水膨潤）し

たベントナイトが①②室で水みちをふさいでしまうので、水は③室を通過する

ことができず、前面側（ y） への漏水が防止できます。

800mm

120mm

ポリエステル製メッシュ（包装材）

顆粒状ベントナイト（止水材）

※製品外観はスタビライザーと共通

ポリエステル製メッシュ袋に顆粒状
ベントナイトを充填した棒状

１２０mm（直径）×８００mm（長さ）

重さ（ 1本あたり） ９ ,１２０g

膨潤能力：１０ml / ２gr以上

耐水圧：４９０kPa以上

透水係数：1×１０-８m/sec以下

基本構造

規格寸法

止水に関わる物性

製
品
概
要
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ドライ側

ビッ グ30 T57

モルタル充填

長期にわたり安定した止水構造

作業工程の時間を節約

排土・充填作業は後行継手が勘合してできる③室のみ。止水材が投入
される①②室はそのままです。①②室をベントナイト、③室（ ドライ側） 
がモルタルとすることで長期に安定した止水構造となります。

T５７ の投入による“ 充填効果” もあり、鋼管矢板の打設が円滑になり
ます。しかも③室のみの排土・充填作業なのでトータルで時間の節約が
はかれます。

鋼矢板・鋼管矢板　工法特許：特許番号３６６８４２０号

株式会社テクノパウダルトン　・　株式会社アークアジア



〈鋼管矢板用〉 ビッグ30T57 他製品との比較

ビッグ30T57を採用した場合

工法

鋼管矢板の打設後に継手部全体を排土・洗浄してモルタル充填

従来工法の欠点

固化したモルタルで止水性を確保しますが、地震や掘削による振動・衝撃によって鋼管
矢板に大きな変位がおきると固化材にクラックが入り、水みちを形成します。結果、漏水
が発生。

工法

先行打設の継手にT５７ を充填。後行打設の継手との勘合でできる③室に対して止水性
と強度の確保を目的として排土、固化材の充填を実施しました。

本工法のメリット

固化したモルタルは止水性と継手部の強度を確保します。地震や掘削による振動・衝撃
により継手部に変形が起きてT５７ を充填した①②室に空隔が発生しても､直ちにベント
ナイトのゲルが水みちを閉塞します。同様に③室の固化材にクラックが入って水みちが
発生しても、①②室のベントナイト顆粒が止水能力を維持しているため、水が勘合部を通
過することはできません。結果として長期にわたる継手の止水性の維持が可能です。

継手勘合部でベントナイトが充填さ

れる①②室では、環境の変動にかか

わらず長期にわたり遮水性を維持し

ます。そのため③室の状態（現場土

壌／モルタル充填など）に関わらず

継手勘合部全体としての止水性は確

保されます。

②
室

①
室

③
室

先行継手後行継手

打設順序
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原材料ベントナイトとは？
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特許番号：４９１４３３１号
株式会社テクノパウダルトン・株式会社アークアジア・大成建設株式会社・前田建設株式会社・

株式会社奥村組・中林建設株式会社
平成１９年１２月



〈鋼矢板用〉 ビッグ30　施工手順

施
工
の
手
順

優
位
点

構造体の新設時に鋼矢板の打設と同時に施工する｢先付工法｣と、既設の構造体に対して施工する｢後付工法｣。工

法を選択することで1種類の製品を新設と既設、どちらの現場でも利用可能です。堤防の強化などで既設と新設

の矢板が混在するような現場でも使いやすい製品です。

鋼矢板の打設工事は限られた時間の中で、完全な施工が求められます。ビッグ３０ の先付工法は

ビッグ30は『先付工法』と『後付工法』の選択が可能です

ベントタイトビッグ30の先付工法

ベントタイトビッグ30の後付工法

１ 現場で鋼矢板にガス管を固定 2 ガス管にビッグ３０を投入 3 ビッグ３０を残してガス管を抜き取る

という工程を鋼矢板打設の従来通りの作業手順の中に織り込むだけで実施できます。

複雑な作業は抜きに、望む箇所へ、確実に止水材をセットできます。

山側鋼矢板に冶具※①を溶

接、ここにガス管を挿入

追加作業

ガス管は鋼矢板に添えるだ

け（ 冶具※②・③で支持）

追加作業

鋼矢板をバイブロまたはジ

ェット併用で打設

従来工程

山側鋼矢板に冶具※①を溶

接、ここにガス管を挿入

追加作業

ガス管は鋼矢板に添えるだ

け（ 冶具※②・③で支持）

追加作業

鋼矢板をバイブロまたはジ

ェット併用で打設

従来工程

※ガス管固定冶具

鋼矢板

冶具②

冶具③

冶具①

ガス管ツナギ
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塗り防水(水膨潤性ゴム： 有機化学材料)のように施工状況によって止水効果を得られない心配はありません

(塗り防水は施工状況によって止水材が鋼矢板から剥がれてしまう場合があります)

施工前の養生が不要なので作業時の天候を選びません(塗り防水は施工前の雨濡れは厳禁)

無害で安心な材料なので安全上の特別の配慮は不要(有機化学材料は火気厳禁、作業者の健康への心配も)

止水材

特殊ケーシング

ケ ーシン グ内に計画長

さ の止水材を挿入する。

止水材の挿入

特殊ケーシング

止水材

引抜き

止水材の挿入完了後、

直ち にケ ーシン グを 引

抜く 。

特殊ケーシングの引抜き

特殊ロッド

ボーリング機械

回転

清水

特殊ケーシングでの削孔

清水を用いて回転、削孔
を所定深度まで行う。

特殊ケーシング

検尺

特殊ケーシング内の検尺

下げふり等によってケーシ
ング内の止水材挿入深度
の確認を行う。

〈鋼管矢板用〉 ビッグ30T57 止水実験

継手部の勘合見本を製作し、これを用いて推奨する構造その他の耐水圧試験を実施してい
ます。一部を以下に抜粋しますので参考にしてください。

勘合見本 充填の例
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